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を出発 した.好 天に恵まれ,パ ドルを避け迂回しながら,
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極 地 研 ニ ュ ー ス77
後遺 症 が 残 った.ブ リザ ー ドの 一 吹 きで雪 に埋 ま り,
物 の在 りか が 判 らな くな り探 す の に 大 苦労 を した.つ
い に は写 真 判 定 で つ き とめ た 物 もあ った.最 大の 被 害
者?は カナ リヤ の 夫 婦で 餌 が しば ら く見つ か らず 予備
食 で しの い だ ら しい.い じめ っ子 が ブ リザ ー ドの せ い
に して カナ リヤ をい じめ た と い う も っぱ らの風 説 が た
っ た.
3.建 物 の ステ ー
と りあ えず 家 の格 好 をつ け る こ とが 急が れ,ス テー
は 後廻 しとな る.基 礎 の ない 砂 上 の 楼 閣み た い な プ レ
ハ ブ 建 物 で あ っ た.3月 中旬,は じめ て のA級 ブ リ
ザ ー ドで カ ブ ース が吹 き飛 び,通 路 が倒 れ た け れ ど,
良 く持 ち こ た え た,か え っ て ドリ フ トに 埋 ま っ て ス
テ ーの 必 要 が 無 くな って しま った.ま さに手 抜 きの 良
さと な った.
越 冬 隊 の た め な ら・… ・・えん や こ ら
2月2日 に 建 設予 定 地が 決 ま り,3日 まで に35トンの
物 資 が運 ば れ,基 地 の滞 在 者 は30名を越 え,建 設 も急 ピ
ッチ で始 ま った.3棟 分150枚の 建 物 パ ネル は4人1組
で肩 にか つ が れ て 運 ば れた.基 礎 の 無 い 建物 だ った か ら
あ っ とい う間 に 格 好 が つ き,5日 に は 無線 棟 の 棟.ヒげ と
な っ た.唯 一 基礎 を固 め たの は ア ンテ ナ柱 の 基 部 とそ の











































一 　　 ヒ キ




















































それを銀座四丁 目の角に棟梁のFさ んが貼 り出 した.
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表51件,展示発表6件で,参 加人員は延120名であった.





















1.南 太 平 洋 の155°E・170°W線沿 い に お け る 海洋 構
造 の特 徴(永 延 幹 雄)
2.南 極 海 に お け る リンの 分 布
(福井 深,角 谷 伸 之,岡 部 史郎)
口.海 洋 一 次 生産
3.南 極 海 イ ン.ド洋 区 にお け る クロ ロ フ ィル量 の 鉛 直
分 布(服 部 寛,福 地 光 男)
4.表 面 海 水 モ ニ タ リ ング シ ステ ム に よ る南 大 洋 イ ン
ド洋 区 表 層 ク ロ ロ フ ィル 量 の 微 細 分 布(JARE27
1985/86)(福 地 光 男,服 部 寛)
5.南 大 洋 に お け る サ イ ズ分 画 され た 表面 ク ロ ロ フ ィ
ル 量 の 分 布 く服 部 寛,福 地 光 男)
6.バ レニ ー諸 島域 で観 ら れ た植 物 プ ラ ンク トンのブ
ル ー ム につ い て(山 口 征 矢,佐 藤 博 雄)
　 7.　Distribution　of　chlorophyll・a,　particulate　organic
　　　 carbon　a d　nitrogen　in　the　southeastern　B aufort
　　　 Sea　in　late　sumrner
　 　 (Kazuo　Iseki,　Robie　W,　Macdona]d,　Eddy
　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　 Carmack)
8.係 留 ブ イ シ ステ ムに よ る現 場 ク ロ ロ フ ィル 量 の長
期 連 続 測 定(南 極,プ ラ イ.ド湾:1985年12月一
1986年2月)(福 地 光 男,服 部 寛,星 合 孝 男)
9.昭 和 基 地周 辺 の 一 次 生 産 に つ い て
(佐藤 博 雄,渡 辺 研 太 郎)
10.南極 定 着 氷 下 に お け る沈 降粒 状 有 機物 の 周 年観 測
〔松 田 治.石 川 慎吾,川 口弘 一>
11.昭和 基 地定 着 氷 下 部 のice　alarge種組 成 の季 節 変
化(渡 辺研 太郎)
12.サロマ 湖 海 氷 下 に お け る植 物 プ ラ ン ク トン と微 小
動 物 プ ラ ン ク トンの現 存 量
(谷口 旭,西 山恒 夫,谷 村 篤,渡 辺研 太郎)
13.サロ マ湖 海 氷 上 中 のice　algae
(渡辺 研 太 郎,福 地光 男,谷 村 篤,星 合 孝男)
14.水中 エ ン ド トキ シ ンの微 量 定 量
一 サ ロ マ湖 海 氷 の エ ン ド トキ シ ンー
(黒沢 努,谷 村 篤,星 合 孝男)
15,南極 及 び周 辺 海 域 の リボ 多糖 の 分 布
(富永 裕 之,福 井 深,田 中 重則)
皿 動物 プ ラ ン ク トン
16.夏 季 ベ ー リ ン グ 海 北 部 大 陸 棚 に お け る 尾 虫 類
Oikepleura　vahhaeffeniの分 布(志 賀 直信)
17,「しらせ 」 の航 路2地 点 に お け るN70Vネ ッ トの
採 集結 果(1983/84)(河 村 章 人)
18.オー ス トラ リア地 区南 大 洋 に お け る動 物 プ ラ ン ク
トン群 集の 水 平 分 布(山 田 智)
19.南大 洋 の サ ル パ 類 と く にSalpa　thompsoniとS,
gerlacheiにつ い て
(ベア トリス ・エ ステ ラ ・カサ レ ト,根 本 敬 久)
20.　Paralabidecera　antarctica　(橋脚 類)の 胃内 容 物 に
つ い て(谷 村 篤,渡 辺 研 太 郎,星 合 孝 男)
21.サロマ 湖 海氷 下 に お け る動物 プ ラ ンク トン現 存 量
(西山 恒夫,谷 村 篤,渡 辺研 太 郎,福 地 光 男)
22.サロマ 湖 海氷 下 の キ タヤ ム シの現 存 量 と鉛 直 分 布
(1986年2月}
(小鳥 守 之,西 山恒 夫,谷 村 篤,渡 辺 研 太 郎)
Wオ キ ア ミ類
23.南大 洋 の 各 セ ク ター に お け るE.　superbaの生 態




ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ群 の 日周 鉛 直 移 動 と 天 空 照 度




ツ ノ ナ シ オ キ ア ミ 〔E.　pacifica)の摂 食 機 構 と 食 性





(沼波秀樹,浜 田悦之,内 藤靖彦,谷 口 旭)
極 地 研 二
29.南極 海 産 底 生 小 型 甲 殻類,特 に クマ 類 と等 脚 類 に
つ いて(蒲 生重 男)
30.昭和 基 地 周 辺 に 棲 息 す る魚 類 等 の 腸 内 細 菌叢 につ
い て(佐 々木 武 二,星 合 孝 男)
W.海 鳥 ・海 獣 ・生 態 系
31.天売 島 に お ける ウ トウの繁 殖 生 態 と食 性
(綿貫 豊,阿 部 永)
32.北太平 洋 にお け る マ ダ ラシ ロハ ラ ミズナ ギ ドリの
分 布
(小城 春 雄,吉 田秀 嗣,田 中博 之,藤 村 仁
白 鳥戦 一,　M.　W,　Newcomer)
33.海鳥の ヒ ナ はオ キ ア ミバ イ オマ ス の 変 動指 標 とな
り得 るか
一 ハ シ ボ ソ ミズ ナ ギ ドリの ヒ ナの 成 長 と 日本沿 岸
で の大 量 死(岡 奈 理 子,丸 山直 樹)
　 34.　Breeding　ecology　ofthe　Antarctic　Petrel　Thalas.
　 　 　50ica　antarctica　ln　Mtihlig・Hofmannfjella,　Dron・
　 　 　ning　Maud　Land,　 (F,　Mehlum)
35.南半 球 産 ミンク ク ジ ラの 擬 餌 量
(加藤 秀 弘,嶋 津 靖 彦)
36.南極 海 生 態 系 の モ デ ル ・シ ミュ レー シ ョ ン
(江尻全 機,星 合 孝 男,内 藤靖 彦,福 地 光 男
桜 井 治 男)
vr.生物 濃 縮
37.エ トピ リ カに お け るPCBsの 蓄積 特 性
(田中博 之,小 城 春 雄,立 川 涼)
　 38.　Use　of　organochlorines　as　ch mical　tracers　in　de.
　 　 　 terming　certain　reproductive　parameters　in　Dalrs
　　　　po「POIses
(An.　Subrarnanian,田辺 信 介,立 川 涼)
39.南極 海 の オ キ ア ミにお け る 重金 属 蓄 積
(山本 義 志,本 田 克久,立 川 涼)
40.海産 ホ乳 類 のCd・Hg蓄 積 の 生体 内動 態
(本田克 久,立 川 涼)
珊.氷 河生 物
41.パ タゴ ニ アの 氷 河 生物(幸 島 司 郎)
IX.淡水藻 類 ・湖 沼
42.南極 に お け る富 栄 養化 現 象
(秋山 優,神 田 啓 史,大 山佳 邦)
43.陸 ・水 域 の 藍 藻 被 構造 の比 較
清 水 晃,大 谷 修 司,神 田 啓 史,木 村 憲 司)
44.南極 バ ン ダ湖 に お け る有 機 成 分 の 鉛 直分 布 と生 物
活 動(松 本 源 喜,綿 抜 邦 彦,鳥 居 鉄 也)
45.南極 陸 水域 の 藻類 の研 究
1.東 才 ング ル 島 の池 沼 につ い て
(小國 昭 信,田 中 裕 子,上 村 百 子,山 本 真 規 子,














B.展 示 発 表
　 1　.　The　distribution　andabundance　of　chroococcoid
　 　 cyanobacterla　in　the　Southern　Ocean
　 　 　 　 　 　 　 　 (H,　J,　Marchant　and　A.　T.　Davidsen)
　 2.　 Loric.ate　choanoflage]lates　from　Ellis　Fjord,
　　　　　Antarctica
　 　 　 (H.　J.　Marchant,　J.　Van　den　Hoff　and　H.　R.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Burton)
　 3,　0bservations　on the　structure　of the　thelycum
　 　 　 and　spermatophore　inthe　Antarctic　euphausiids,
EuPhausia　StiPeτbαand　E　crystattorOPhias
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (P.Thomas)
　 4.　Three　new　zooplankton　nets　designed　for　under・
　 　 ice　sampling;　with　preliminary　esults　of　collec・
　 　 　 tions　made　from　Ellis　Fiord,　Antarctica　during
　 　 1985.　 (J,　M,　Kirkwood　and　H,　R.　Burton)
5.昭 和 基 地 周 辺 の 湖 沼 の 藻 類 相,ク ロ ロ フ ィ ル 量 と
環 境 要 因 に つ い て














極 地 研 ニ ュ
り入 れ た.発 表 論 文 は63編あ り,参 加 人 員 も140名に達
し,こ れ まで にな く盛 況 で あ っ た.
今 年 のテ ーマ は 「減 少 しつ つ あ る南 極 の オ ゾ ン」 であ
っ た.話 題 が ホ ッ トで あ った た め に この セ ッシ ョンだ け
で18編 の 研 究 発 表 が 寄 せ ら れ,　NASAか ら はA.J.
Krueger,　British　Antarctic　Survey　(BAS)から はJ.C.
Farmanが参 加 し,活 発 な討 論 が く りひ ろ げ られ た.こ
の 他,東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド計 画 やMAP計 画 の 成果,
今 後 のACR計 画 に 関す る研 究 等 多岐 に わ た る発 表 が な
され た,
プログラム
一 般 発 表
1.リ モ ー トセ ン シ ン グ 及 び 海 氷
1.氷 床 中 の 明 石 探 査 レ ー ダ の 設 計 と エ コ ー 特 性 の シ
ミ ュ レ ー シ ョ ン(2)(星 山 満 雄,西 辻 昭
西 尾 文 彦,渡 辺 興 亜,和 田 誠)
2.　NOAA衛 星 のTOVSに よ る 水 蒸 気 量 の 算 出
(清水 正 修,山 内 恭,川 口 貞 男,芳 野 赴 夫)
3.極 球 厳 冬 期 に お け る 急 速 海 氷 生 産 過 程(U)
-　fraziいce生成 に 伴 う 対 流 現 象 一
(牛尾 収 輝,若 土 正 暁)




pheric　temperature　field　 (関口 理 郎)
　　3.　Caracterlstics　of　the　Antarctic　ozone　hole　de・
　 　 　 rived　from　Nimbus　7　TOMS　 Data




　 　 　 -Measurements　at　Syowa　Station
(近藤 幸 治,岩 坂 泰 信,鈴 木 剛 彦,金 戸 進)
　 6.　Present　state　of　knowledge　of　some　possible
　 　 　 health　effects　due　to　modlfication　of　the　ozone
layer　 (滝澤 行 雄)
　 7　.　Atmospheric　nitrogen　dioxide　in　Antarctica
(柴崎 和 夫,小 川 利 紘.岩 上 直 幹)
　 8.　Observation　of　atmospheric　minor　constituents
by　FTIR　 (牧野 行 雄,対 松 久 史,川 口 貞 男
山 内 恭,田 中 正 之,小 川 利 紘)
　 9.　Increasing　atmospheric　concentrations　f　long-
　 　 　 lived　halocarbons　and　methane








(岩坂 泰 信,　G.　Y.　Shi,近藤 幸 治)
Heterogeneous　reactlons　related　to　Antarctic

















insouthernhemisphere　(川平浩 二.廣 岡俊 彦)
　18.　How　gravity　waves　affect　formation　of　ozone
hole?　 (田中 浩)
皿.展 示 発 表
1.南 極 昭 和 基 地 に お け る気 象 ロ ケ ッ ト連続 発射 実 験
で 観 測 され た 内部 重 力 波(神 沢 博,川 口貞 男>
2.東 京 一昭 和 基 地 に お け る メ タ ン ガ ス濃 度 の緯 度 分
布(1984年末)
(広田 道 夫,対 木 治太,牧 野 行 雄,松 村 久 史)
3.マ イ ク ロ波 放 射計 に よる雲 の 予 備 観 測(和 田 誠)
4.　AVHRR可 視 ・近 赤 外 画 像 に よ る海 氷 密 集 度 の
算 出(鈴 木 一哉,山 内 恭,松 下 昌 寿
清 水正 修,内 藤 靖 彦)
5.　AVHRR画 像 に よ る雲 の 抽 出 と表 面 温 度 分 布
(田中信 也,鈴 木 一 哉,山 内 恭,川 口貞 男)
6,み ず ほ 高 原 か ら え た コ ア に お け る6'SO垂直 分 布
(その4)-H128コ ア にお け る'1°Pb垂直 分 布 との
比 較 一(加 藤 喜 久雄)
7.東 南 極 多雪 地域 の積 雪 層 位 解 析
(佐藤 和 秀,渡 辺 興亜>
8.積 雪 の 厚 い 薄 片 の観 察 法(対 馬 勝 年,北 晋介)
9.低 温 領 域 に お け る多結 晶 凍結 微 水 滴 の 成 長
(高橋 忠 司)
10.積雪 マ イ ク ロ波 散 乱 に お け る 水分 の影 響
(藤野 和 夫,鈴 木勝 裕,松 本 正)
























ついて(山 内豊太郎,千 葉剛輝,松 原広司)
5.南極大気中のサルフェイト粒子の分子形について
(大和政彦,岩 坂泰信,岡 田菊夫,小 野 晃
西尾文彦,深堀正志,吉 田 稔)
6.南極大気中のミー粒子の高度分布(2)






象観測(菊 地時夫,上 田 豊)
4.南極あすか観測拠点における無人気象観測試験
(遠藤辰雄,川 口貞男,佐 野雅史,若 浜五郎)
5.極球における気候ジャンプ(1>

















(金森 悟,金 森暢子,西 川雅高,伊 佐恵理子
渡辺興亜,西 尾文彦,長 田和雄)
4.レーダーエコーと氷のファブリック及び結晶粒形






,.。漂 纏 縫纂。蠣巖|膿 ●




















南 極 資 料Vol.30,No3.p.149-281.Novemberl986、
国 立 極 地 研 究 所 学 術 雑 誌 目録198669頁1986年12月
　 　 　 Memoirs　of　National　Institute　of　Polar　Research
　 　 　 　 Special　Issue,　No.　44:　Proceedings　ofthe　Eighth　Sym.
　 　 　 　 　 posium　on　Polar　Biology,　1985,　ed.　by　T.　Hoshlai
　 　 　 　 　 andY.Ohyama,261p.　Decemberl986.
●　 　 　 　 　 Special　Issue,　No,　45:　Proceedings　ofthe　Eighth　Sym・
　 　 　 　 　 posium　on　Polar　Meteorology　and　Glaciology,
　 　 　 　 　 1985,　ed.　by　S.　Kawaguchi　and　O.　Watanabe.




研 究 課 題
ト外国人研究者の紹介く
名 ノーバ ー ト ウ ン ター ス タ イ ナ
(Norbert　Un ersteiner)　外 国 人 研 究 員
属 ワ シ ン ト ン大 学 教 授(極 地 科 学 セ ン タ ー
長)
昭 和62年1月5日 一3月4日
海 氷域 と表 床 の気 候 過 程 に お け る相 互 作 用
に 関 す る研 究




滞 在 期 間 昭和62年1月22日一4月10日
研 究 課 題 氷床コア解析に基づ く環境復元の方法に関
する研究
◇ 案 内一 ◇
月例報告(11～12月)










どプラスとなり,暑 ささえ感 じられる気候 となった.
電離層;オ ーロラレーダ観測は,12月22日に運用を停
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極 地 方 の 夏の 夜,中 間 圏 界 面1高1.,1約8Ukm}付近 に
存 在 す る実 で,地`ド 線 下 に 沈 んで い る 太 陽 光が あ た っ
て 日に 見 え る,色 は 時 々刻 々 変 わ るが,夜 半 に は い ぶ
し銀 の よ う な 青味 が か った 白色 と な る,　IE力波 と呼 ば
れ る浮 力 を復 元 力 とす る 大 気 中 の波 動 の 影 響 を受 け て,
波 状 構 造 を示 す こ とが 多い.夏 の 極 域 中 川 圏 界 面f・1.近
は 温 度 がf暖く ト12〔〕℃ 程 願.こ の 高 度 に存 在 す る と
考 え られ る微 量 の 水 蒸気 に よ って 氷 晶 雲 が 作 られ る こ
とが 可 能 で あ る.夜 光雲 の1ヒ体 は 流 星 塵 を核 とす る 木
品 雲 と 考 え られ て い る.
夜 光 雲 が み え る た め に は,中 間 圏 界 面 付 近 のih,L度が
光
?
低 くな る夏 で あ る こ と,夜 で あ る こ と 「この 震 の 反射
光 は弱 い の て 品 川 は み え な い1,晴 れ て い て 視 程 が 良い
こ と(対 流 圏 に 雲 が あ っ た りす れ ば 見 え ない)な どの
条 件 が必 要 で あ る.人 が た く さん 住 ん で い る 北 極 域 で
は 多 くの 観 測 例 が あ る が,南 極 域 で の 報 告例 は 少 な い.
ち なみ に,南 緯:6gesの昭 和 基 地 で 夜 光 雲 が 見 え る と期
待 で きる の は2月 後 ㍗あ る い は|0月前 半 の 夜 中 の10時
か ら 翌 日のE1|・朝2時 頃 に か け て の 南 方 の 空 で あ る.昭
和 基 地 で も何 人 かの 人が 見 よ う と試 み た が.確実 な報 告
f列は こtしまt("なし1.
写 真:ア ラ ス カで撮 影 され た夜 光 雲 とオ ーUラ
中央 か ら 左 上に か け て が オ ー ロ ラ.オ ー ロ ラ 以外
で 光 って い る のが 夜 光雲.こ の例 の よ う に波 状 構
造 を示 す こ と が多 い.
「カ メ ラデ ー タ:フ ィル ム=ASA400 ,レ ン ズ=
F1.4.露出 時 間=約10秒}
10
